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オランダ姉妹校派遣研修
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愛
知
み
な
み
農
業
協
同
組
合

組

合

長

岡

本

戦
後
の
日
本
農
業
と
私

戦
中
、

昭
和
十
一
年
二
月
二
十
六
日
、
ニ
・
ニ
六
事
件

の
起
き
た
年
で
す
。
私
の
生
ま
れ
た
年
で
も
あ
り

ま
す
。
も
ち
ろ
ん
、
私
に
は
記
憶
は
あ
り
ま
せ
ん

が
、
日
本
が
軍
国
主
義
の
道
を
加
速
し
た
年
で
も

あ
り
ま
し
た
。

昭
和
十
九
年
、
二
十
年
の
国
民
学
校
三
、
四
年

生
の
頃
は
勉
強
ど
こ
ろ
で
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

戦
乱
と
食
糧
確
保
、
生
活
自
衛
の
た
め
の
毎
日
で

し
た
。
子
ど
も
だ
っ
た
私
た
ち
も
農
業
を
手
伝
い
、

労
働
生
産
に
励
ん
だ
も
の
で
す
。
昭
和
十
七
年
に

食
糧
管
理
法
が
公
布
さ
れ
、
食
料
の
配
給
制
が
始

ま
り
、
自
家
生
産
の
米
、
麦
、
イ
モ
、
ジ
ャ
ガ
イ

モ
も
す
べ
て
国
に
拠
出
し
ま
し
た
。
麦
飯
さ
え
食

べ
る
こ
と
が
で
き
な
い
時
代
で
し
た
。
昭
和
二
十

年
八
月
十
五
日
、
日
本
は
戦
争
に
負
け
ま
し
た
。

正
午
校
庭
に
集
合
、
天
皇
陛
下
の
「
玉
音
」
が
流

れ
た
。
「
朕
、
深
く
世
界
の

．．． 
」
私
に
は
何
の
意

味
か
わ
か
る
は
ず
も
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
後

に
な
っ
て
戦
争
に
負
け
た
こ
と
を
知
り
ま
し
た
。

低
学
年
の
時
は
そ
ん
な
世
相
で
し
た
。

中
学
校
を
卒
業
す
る
時
、
先
生
に
進
路
を
聞
か

れ
、
私
は
家
に
入
っ
て
農
業
を
す
る
と
言
っ
た
ら
、

担
任
の
先
生
に
強
く
叱
ら
れ
ま
し
た
。
「
渥
美
農

高
が
開
校
し
た
、
農
高
へ
行
っ
て
勉
強
し
ろ
、
後

悔
先
に
立
た
ず
だ
！
」
と
無
理
矢
理
、
農
高
に
入

学
さ
せ
ら
れ
ま
し
た
。
し
か
し
今
は
先
生
に
大
変

感
謝
し
て
い
ま
す
。

渥
美
半
島
は
全
国
で
も
有
数
の
農
業
生
産
地
に

な
り
ま
し
た
。
こ
の
こ
と
は
豊
川
用
水
の
通
水
も

あ
り
、
立
地
条
件
に
も
恵
ま
れ
て
い
る
こ
と
も
あ

り
ま
す
が
、
そ
れ
以
上
に
渥
美
農
高
が
設
立
さ
れ
、

若
き
者
が
勉
強
に
励
み
、
真
剣
に
農
業
に
取
り
組

ん
で
き
た
か
ら
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。
渥
美
農
高

の
人
材
育
成
が
渥
美
半
島
の
農
業
発
展
に
、
大
き

く
寄
与
し
て
き
た
こ
と
は
改
め
て
言
う
ま
で
も
あ

り
ま
せ
ん
。
私
は
昭
和
二
十
九
年
第
三
回
の
卒
業

で
す
が
三
十
三
年
に
農
協
に
入
り
、
十
二
年
間
勤

務
、
そ
の
後
十
八
年
間
農
業
に
従
事
し
、
平
成
三

年
田
原
町
農
協
の
常
任
理
事
と
し
て
勤
め
、
現
在

に
至
っ
て
い
ま
す
。

農
協
活
動
、
農
政
運
動
に
も
取
り
組
ん
で
ま
い

り
ま
し
た
。
こ
の
間
日
本
の
農
業
、
農
政
に
は
多

く
の
変
遷
が
あ
り
ま
し
た
。
最
近
は
食
料
法
の
改

正
、
農
業
基
本
法
の
改
正
、
輸
入
自
由
化
と
厳
し

い
対
応
を
強
い
ら
れ
て
い
ま
す
。
食
料
自
給
率
は

三
十
九
％
に
ま
で
下
が

っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
戦

中
、
戦
後
の
食
料
難
時
代
を
思
い
浮
か
べ
、
農
業

の
大
切
さ
を
も
う
一
度
見
直
す
必
要
が
あ
る
と
思

い
ま
す
。

今
後
、
渥
美
農
高
が
益
々
充
実
発
展
し
、
卒
業

生
の
ご
活
躍
を
祈
念
い
た
し
ま
す
。

勝
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平成14年度決算報告

収入済額

支出済額

差引残額

【収入の部】

1,208,198円【支出の部】

1,131,297円

76,901円

（単位：円）

項目 予算額 股入杭額 比校憎減 摘要

繰越金 318.124 318,124 

゜入会金 890,000 890,000 1゚78名x5,000円

寄付金 1,000 0△ 1,000 

雑収入 2,876 74△ 2,802 預金利息、

合計 1,212,000 1,208,198 △ 3,802 

【平成14年度会計監査報告】

過日、平成14年度末までの会計

監査を実施いたしました結果、関

係諸帳簿及び領収書等よく整備さ

れており通帳等との残高照合した

ところ、適切に処理されていまし

たので、報告いたします。

平成15年5月25日

監事 三竹

佐野

正二

洋一

（単位：円）

項目 罪予算 汎即韻
流用後

紐済頷 残額 摘要予算額

会譲費 40,000 0 40,000 19,530 20,470 

総会費 10,000 0 10,000 6,300 3,700 

役員会議費 30,000 0 30,000 13,230 16,770 総会前

事務局費 120,000 △ 60,000 60,000 43,335 16,665 

事務月品費 50,000 △ 30,000 20,000 10,815 9.186 パドデ~ ]ィン}¥・一
砂

通信費 50,000 △ 10,000 40,000 32,520 7,480 総会案内

事会務議局費 20,000 △ 20,000 

゜゜゜事業費 650,000 △ 380,000 270,000 243,807 26,193 

特別事業費 100,000 1':i!00,000 

゜゜゜同窓会会報 200,000 △ 80,000 120,000 110,507 9,4930 1500枚

育支剖成・O費B 200,000 △ 200,000 

゜゜゜卒品業記代念 150,000 0 150,000 133,300 16,700 

積立金 300,000 512,515 812,515 812,515 

゜基積本立金金 300,000 0 100,000 100,000 

゜特積別立事金業 200,000 512,515 712,515 712,515 

゜慶弔黄 80,000 /'160,000 20,000 12,110 7,890 瓢11,

予備費 22,000 △ 12,515 9,485 0 9,485 

合 計 1,212,000 0 1,212,00 0~,131,297 80,703 

平
成
十
四
年
度

平
成
十
四
年

四
月
二
十
二
日

石
月
二
日

五
月
二
十
五
日

六
月
三
日
S

ト
四
日

八
月
二
日

十
月
一
日
S
十
日

十
月
四
日

十
一
月
五
日

S

十
三
日

二
月
二
十
八
日

平
成
十
五
年
度

平
成
十
五
年

四
月
十
四
日

S

二
十
五
日

四
月
二
十
八
日

五
月
六
日

五
月
二
十
五
日

八
月
七
日

九
月
三
十
日

S

十
月
七
日

十
月
二
日

十
一
月
十
五
日

平
成
十
六
年

二
月
二
十
七
日

三月一日

託用務員嘱 期付講振師 期付講限師 期限付教諭 臨時廿教盾諭」打主 蓑謁教諭 教諭 教諭 教諭
職

名

田神北河高森小山杉鈴
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編

廃棄物処理装置
タンク容量250
本体重量1000kg

堆肥製造装置
発酵槽全体容積2lm3
バケット容積0.6m3

に
な
っ
て
い
ま
す
。

本
校
で
は
、
畜
産
の
糞
や
尿
は
開
放
型
の

堆
肥
化
処
理
施
設
に
よ
っ
て
処
理
し
て
い
ま

す
が
、
処
理
す
る
能
力
に
は
限
界
が
あ
り
、

新
し
い
処
理
シ
ス
テ
ム
が
必
要
に
な
っ
て
い

ま
す
。
ま
た
、
野
菜
、
草
花
等
の
収
穫
後
に

出
る
廃
棄
物
や
緑
化
木
、
果
樹
等
で
発
生
す

る
剪
定
枝
の
処
分
は
、
積
み
込
み
を
し
て
堆

肥
化
を
行
い
、
土
壌
へ
還
元
し
て
い
ま
し
た

大
量
に
発
生
す
る
場
合
は
、
田
原
町
の
最
終

処
分
場
に
持
っ
て
行
き
処
分
し
て
い
ま
す
。

し
か
し
、
処
理
す
る
前
に
積
み
上
げ
た
廃
棄

[
 

物
等
は
病
気
、
害
虫
の
発
生
源
に
も
な
り
ま

す
し
、
廃
棄
物
を
置
く
場
所
の
確
保
も
困
難

そ
こ
で
環
境
に
や
さ
し
〗

い
リ
サ
イ
ク
ル
シ
ス
テ
ム
と
し
て
フ
ロ
ン
テ

ィ
ア
人
材
育
成
推
進
事
業
の
名
で
本
校
に
導

人
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
具
休
的
に

は
畜
産
の
糞
や
尿
を
堆
肥
に
変
え
る
密
閉
型

の
堆
肥
製
造
装
置
、
ま
た
、
作
物
の
茎
葉
な

ど
の
廃
棄
物
や
剪
定
枝
を
土
壌
改
良
材
に
変

え
る
廃
棄
物
処
理
装
置
、
そ
の
他
廃
棄
物
を

破
砕
す
る
細
断
機
等
で
す
。
平
成
十
四
年
度

内
で
整
備
し
、
平
成
十
五
年
度
か
ら
本
格
稼

働
し
て
い
ま
す
。

オ
ラ
ン
ダ
派
遣
研
修
を
終
え
て

三
年
B
組

太

田

一

臣

オ
ラ
ン
ダ
姉
妹
校
派
遺
団
の
一
員
と
し
て
、

私
は

W
E
C
に
行
っ
て
き
ま
し
た
。
今
年
の

派
遣
団
は
三
年
生
が
少
な
く
、
は
た
し
て
な

じ
め
る
だ
ろ
う
か
、
さ
ら
に
は
初
め
て
の
海

外
旅
行
に
言
葉
が
通
じ
る
だ
ろ
う
か
、
と
い

う
不
安
が
あ
り
ま
し
た
。
し
か
し
、
行
っ
て
み

る
と
す
ば
ら
し
い
景
色
と
、
積
極
的
に
話
し

か
け
て
く
れ
た
オ
ラ
ン
ダ
の
方
々
の
お
か
げ

で
、
言
葉
の
問
題
や
緊
張
感
な
ど
が
徐
々
に

薄
ら
い
で
い
き
、
不
安
も
な
く
な
っ
て
い
き

ま
し
た
。
ま
た
、
派
遣
団
全
員
の
雰
囲
気
も
よ

く
な
り
、
研
修
も
楽
し
い
も
の
に
な
っ
て
行

き
ま
し
た
。

こ
の
研
修
で
花
丼
市
場
を
見
学
し
た
り
、

現
地
の
農
家
を
見
学
で
き
た
こ
と
は
私
に
と

っ
て
、
と
て
も
有
意
義
な
こ
と
で
し
た
。
日
本

と
は
市
場
も
農
家
の
規
模
も
違
い
、
と
て
も

広
く
、
ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
で
し
た
。

こ
の
二
週
間
、
ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー
や
オ

ラ
ン
ダ
で
知
り
合
っ
た
人
た
ち
、
団
員
た
ち

な
ど
の
お
か
げ
で
と
て
も
楽
し
い
研
修
に
な

り
ま
し
た
。
将
来
、
私
が
バ
ラ
を
栽
培
す
る
よ

う
に
な
っ
た
頃
、
も
う
一
度
オ
ラ
ン
ダ
ヘ
行

き
た
い
と
思
い
ま
す
。

オ
ラ
ン
ダ
の
風
に
吹
か
れ
て

二
年
B
組

河
合
将
司

今
回
の
オ
ラ
ン
ダ
姉
妹
校
派
遣
に
参
加
し

て
、
私
は
や
は
り
言
葉
の
壁
は
大
き
い
も
の

だ
と
実
感
し
ま
し
た
。
自
分
の
伝
え
よ
う
と

し
て
い
る
こ
と
が
う
ま
く
相
手
に
伝
わ
ら
な

い
と
い
う
こ
と
が
、
こ
れ
ほ
ど
大
変
だ
と
は

思
っ
て
い
な
か
っ
た
の
で
す
が
、
ホ
ス
ト
フ

ァ
ミ
リ
ー
を
相
手
に
一
人
で
会
話
す
る
の
は
、

と
て
も
大
変
で
し
た
。

オ
ラ
ン
ダ
で
一
番
感
動
し
た
こ
と
は
、
広

大
な
チ
ュ
ー
リ
ッ
プ
や
ヒ
ヤ
シ
ン
ス
畑
、
日

本
と
は
違
う
町
並
み
な
ど
の
車
窓
か
ら
見
え

る
風
景
で
し
た
。
特
に
花
畑
は
色
と
り
ど
り

の
花
が
き
れ
い
に
咲
い
て
い
て
、
と
て
も
感

動
し
ま
し
た
。

短
い
間
だ
っ
た
け
れ
ど
も
、
オ
ラ
ン
ダ
の

習
慣
や
文
化
、
英
会
話
な
ど
い
ろ
い
ろ
な
こ

と
を
身
を
も
っ
て
体
験
す
る
こ
と
が
で
き
て

本
当
に
よ
か
っ
た
と
思
い
ま
す
。
こ
の
体
験

を
こ
れ
か
ら
の
長
い
人
生
に
少
し
で
も
生
か

し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
し
た
。

秋
に
は
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
先
の
生
徒
を
こ
ち

ら
に
迎
え
ま
す
。
そ
の
時
は
日
本
の
習
慣
や

文
化
を
少
し
で
も
知
っ
て
も
ら
え
る
よ
う
努

_
 

昨
年
、
同
窓
会
．

P
T
A
合
同
で
オ
ラ
ン
ダ

姉
妹
校
訪
問
を
中
心
と
し
た
「
オ
ラ
ン
ダ
、
ス

イ
ス
研
修
」
を
企
画
し
、
|
三
名
の
参
加
者
が

あ
り
ま
し
た
。
十
月
一
日
か
ら
十
日
間
の
研

修
で
し
た
。
オ
ラ
ン
ダ
で
は
ち
ょ
う
ど
十
年

に
一
度
の
「
花
と
緑
の
祭
典
フ
ロ
リ
ア
ー

ド
ニ

0
0
二
」
園
芸
花
博
覧
会
が
開
催
さ
れ

て
お
り
ま
し
た
。
そ
の
会
場
に
二

0
0
五
年

愛
知
万
博
招
へ
い
、

P
R
の
一
環
と
し
て
、
愛

知
県
か
ら
の
出
展
が
あ
り
ま
し
た
。
出
展
ブ

ー
ス
開
場
式
が
行
わ
れ
、
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
レ

セ
プ
シ
ョ
ン
に
我
々
も
同
窓
会
と
し
て
参
列

い
た
し
ま
し
た
。
出
席
者
の
中
に
は
日
本
国

芽, 
認
甥
椰
陵
院
隔
璽
て

I I 

~~~ 琴ゾ(?)~琴ゾ(?)~装ゾ(?)~琴ンQ)~突ン'0<9'-!突シベ2)(§'ヽ@@/0(9、突ゾ(?)~琴心~翠ンQ)~爽ゾ(?)~焚ン'el~~琴ン~<§"-!茨Ye)~心6'.@@心~爽ゾ(?)~突心⑥ゞ琴直~茨~叙り⑥ゞ茨Ve)~翠ン'el~淫~延~~茨Ye):

5
/
2
5
.
2
6
 

愛
知
県
総
合
体
育
大
会

男
子

走
高
跳

や
り
投

女
子

や
り
投

6
/
8
.
9
 

愛
知
県
陸
上
競
技
選
手
権
東
三
河
予
選
会

男
子

走
高
跳

や
り
投

女
子

4
位

2
位

岡
田

細
井

純
慎
一

27
位

彦
坂

和
美

14
位

14
位

岡
田

細
井

門純

陸
上
競
技
部
活
動
成
績

切
花
・
被
服
合
同
チ
ー
ム

福

井

愛

他

五

名

オ
ラ
ン
ダ
公
使
の
軽
部
氏
、
愛
知
県
副
知
事

の
長
谷
川
氏
、
県
議
会
議
員
、
県
博
覧
会
関
係

者
、
県
花
協
会
役
員
、
ま
た
ウ
エ
ラ
ン
ト
カ
レ

ッ
ジ
ラ
イ
ス
ワ
イ
ク
校
校
長
、
副
理
事
、
メ

イ
ネ
ン
氏
等
も
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
し
た
。
総

勢
七
十
名
を
越
す
中
で
、
我
々
も
愛
知
県
立

渥
美
農
高
同
窓
会
と
し
て
紹
介
さ
れ
、
多
く

の
方
々
と
交
流
を
深
め
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た

当
日
は
好
天
に
恵
ま
れ
、
園
芸
花
博
の
広

大
な
会
場
を
ゆ
っ
く
り
散
策
す
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。
土
地
が
低
い
と
い
わ
れ
る
国
だ

け
に
様
々
な
工
夫
が
さ
れ
て
お
り
、
水
と
花
、

園
芸
農
業
の
進
歩
に
は
感
心
い
た
し
ま
し
た
。

翌
日
、
ウ

エ
ラ
ン
ト
カ
レ

ッ

ジ

ラ

イ

ス

ワ

イ
ク
校
を
訪
問
し
、
校
長
先
生
や
メ
イ
ネ
ン

氏
等
の
出
迎
え
を
受
け
、
学
校
説
明
を
受
け

た
後
、
校
内
見
学
を
い
た
し
ま
し
た
。

平
煎
十
四
年
度u

-
i

―

―

-

農
業
鑑
定
競
技
会
県
大
会

優

秀

三

E

鈴

木

美

樹

七
月
二
十
四
日

意
見
発
表
会
県
大
会

A
区
分

優

秀

二

B

河

合

保

典

十
月
二
十
三
日

家
畜
審
査
競
技
会
県
大
会

乳
牛
の
部

優

秀

三

A

羽

田

佳

史

肉
牛
の
部

優

秀

三

A

夏

目

裕

也

種
豚
の
部

優

秀

三

A

鈴

木

紳

也

十
月
―
二
十
日

5
三
十
一
日

日
本
学
校
農
業
ク
ラ
ブ
連
盟
全
国
大
会

農
業
鑑
定
競
技
会

農
業
科
の
部

優

秀

一

A

河

合

翔

太

生
活
科
学
科
の
部

優

秀

三

E

鈴

木

美

樹

優

秀

三

E

中

村

友

紀

十
一
月
六
日

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
発
表
県
大
会

(
C
区
分
）

優

秀「
キ
ク
の
葉
を
利
用
し
た
草
木
染
めP

a
r
t
2」

十
一
月
十
八
日

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
発
表
県
大
会

(
B
区
分
）

優

秀「
よ
み
が
え
れ
我
が
家
の
ウ
ズ
ラ
I
I

ス
モ
ー
ク
ウ
ズ
ラ
の
試
作
」

食

品

化

学

部

松

嶋

将

孝

他

五

名

8
/
8
.
9
 

東
三
河
卓
球
選
手
権
大
会

男
子
シ
ン
グ
ル
ス
優
勝

7
/
1
3
 

全
三
河
卓
球
大
会

男
子
シ
ン
グ
ル
ス

3
位

1
0
/
2
6
 

愛
知
県
新
人
体
育
大
会
東
＿
二
河
予
選
会

男

子

団

体

優

勝

ご
注
意
を
＇
・
事
務
局
よ
り

五
十
周
年
記
念
事
業
以
来
、
同
窓
会
事

務
局
や
本
校
職
員
を
名
乗
り
、
住
所
や
職

業
等
の
問
い
合
わ
せ
の
電
話
を
し
て
い
る

者
が
い
る
よ
う
で
す
。
本
校
で
は
そ
の
よ

う
な
調
査
は
一
切
し
て
お
り
ま
せ
ん
の
で

ご
注
意
下
さ
い
。

毎
日
農
業
記
録
賞
（
毎
日
新
聞
）

-
A

河
合

木
村

榎
本

翔
太

紀
裕

友
樹

↑
 

7
/
2
 

東
三
河
高
校
体
重
別
柔
道
大
会

9
0
k
級

2
位

3
 

/

2

 

ーー

全
三
河
個
人
柔
道
大
会

9
0
k
級

卓
球
部
活
動
成
績

5
/
3
.
4
 

愛
知
県
総
合
体
育
大
会
東
＿
二
河
予
選
会

男
子
ダ
ブ
ル
ス

5
位
木
村
・
鈴
木
組

9
位
舟
橋
・
河
辺
組

（
以
上
県
大
会
出
場
）

8
位

榎

本

友

樹

9
位

木

村

紀

裕

3
位

鈴

木

邦

知

（
以
上
県
大
会
出
場
）

男
子
シ
ン
グ
ル
ス

2
位

加

藤

充

章

加

藤

充

章

柔
道
部
活
動
成
績

3
位
（
参
加
11
校）

2
 

ー
／

ー
湖
西
駅
伝
競
走
大
会

1
0
/
1
3
 

全
三
河
陸
上
競
技
選
手
権
大
会

男
子

や
り
投

や
り
投

や
り
投

女
子

や
り
投

2
位

彦

坂

和

美

8 6 5 
位位位

細
井
慎
一

渡
辺
匡
磯

浅

野

大

7
 

7
/
2
 

東
三
河
高
等
学
校
1
年
生
陸
上
競
技
大
会

男
子

l
o
o
M

優
勝
鈴
木

砲

丸

投

優

勝

鈴

木

砲
丸
投

2
位

浅

野

や

り

投

優

勝

渡

辺

や
り
投

3
位

浅

野

や
り
投

4
位

河

合

9
/
7
.
8
 

愛
知
県
新
人
体
育
大
会
東
三
河
予
選
会

男
子

1
0
O
M
 

2
 0
0
 
M
 

砲
丸
投

や
り
投

や
り
投

や
り
投

女
子

や
り
投

2
位

彦

坂

和

美

（
以
上
県
大
会
出
場
）

5 4 2 6 4 4 
位位位位位位

浅渡細浅鈴鈴
野辺井野木木

匡慎隆隆
大磯ー大太太

将匡隆隆
司大磯大太太

5
O
O
O
M
 

や
り
投

6
位

生

嶋

陽

子

優

勝

彦

坂

和

美

（
以
上
県
大
会
出
場
）




